
平成23年度千葉県公立小・中・高等学校の暴力行為の概要
平成23年度「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」より

小･中･高等学校における暴力行為の発生件数は３，０８３件で，前年度の

３，１８０件より９７件減少。

ア 校種別発生件数

小学校における発生件数は５３９件で，前年度の５２１件より１８件増加して

いる。

中学校における発生件数は２，２４５件で，前年度の２，３４９件より１０４

件減少している。

高等学校における発生件数は２９９件で，前年度の３１０件より１１件減少し

ている。

イ 形態別発生件数

（ア）対教師暴力

小学校における発生件数は８３件で，前年度の７７件より６件増加してい

る。中学校における発生件数は２５８件で，前年度の２７１件より１３件減

少している。高等学校における発生件数は２１件で，前年度の３０件より９

件減少している。

（イ）生徒間暴力

小学校における発生件数は３４１件で，前年度の３２５件より１６件増加

している。中学校における発生件数は１，２１６件で，前年度の１，２０７

件より９件増加している。高等学校における発生件数は１７７件で，前年度

の２０８件より３１件減少している。

（ウ）対人暴力

小学校における発生件数は１７件で，前年度の１０件より７件増加してい

る。中学校における発生件数は５７件で，前年度の７０件より１３件減少し

ている。高等学校における発生件数は１７件で，前年度の１８件より１件減

少している。

（エ）器物損壊

小学校における発生件数は９８件で，前年度の１０９件より１１件減少し

ている。中学校における発生件数は７１４件で，前年度の８０１件より８７

件減少している。高等学校における発生件数は８４件で，前年度の５４件よ

り３０件増加している。




